
 

2012
年
の
干
支
は
辰
年
で
す
。
干
支
に
は
十
二
支
と
呼
ば
れ
る
も
の
と

十
干
と
よ
ば
れ
る
「
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
」

の
十
種
類
に
分
け
方
が
あ
り
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
名
前
が
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
2012
年
の
辰
年
の
特
徴
は
正
義
感
と
信
用
。
伝
説
の

生
き
物
で
あ
る
辰
（
龍
）
が
十
二
支
の
中
で
あ
た
り
ま
す
。
伝
説
の
生

き
物
・
龍
は
瑞
祥
と
言
わ
れ
、
古
来
中
国
で
は
、
権
力
者
の
象
徴
と
し

て
、
扱
わ
れ
ま
し
た
。
「
辰
」
は
『
漢
書
』
律
暦
志
に
よ
る
と
「
振
」(

し

ん
：
「
ふ
る
う
」
「
と
と
の
う
」
の
意
味)

で
、
草
木
の
形
が
整
っ
た
状

態
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
、
覚
え
易
く
す
る
た
め
に
想

像
上
の
動
物
で
あ
る
龍
が
割
り
当
て
ら
れ
た
の
で
す
。
2012
年
の
場
合
、

十
干
は
「
壬
」
、
十
二
支
は
「
辰
」
な
の
で
、
干
支
は
「
壬
辰
」
と
な

り
ま
す
。
十
干
は
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
て
「
木
・
火
・
土
・
金
・

水
」
の
五
行
と
、
「
陰
・
陽
」
の
「
兄
・
弟
」
に
分
け
ら
れ
た
も
の
で

す
木
は
甲
・
乙
、
火
は
丙
・
丁
、
土
は
戊
・
己
、
金
は
庚
・
辛
、
水
は

壬
・
癸
。
木
は
陽
で
あ
る
甲
が
「
木
の
兄
」
、
陰
で
あ
る
乙
が
「
木
の

弟
」
、
火
は
、
陽
で
あ
る
丙
が
「
火
の
兄
」
…
と
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。

十
二
支
に
も
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
十
干
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、

2012
年
の
干
支
に
あ
た
る
十
干
は
「
壬
・
水
の
兄
」
。
こ
の
十
干
の
特
徴

は
「
妊
」
に
通
じ
、
陽
気
を
下
に
姙
む
意
な
ど
の
意
味
と
説
い
て
い
る

と
こ
ろ
や
水
の
よ
う
に
自
由
に
適
応
し
て
い
く
等
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

持
っ
た
も
の
と
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
株
式
市
場
で
は
「
辰

の
年
」
か
「
巳
の
年
」
に
天
井
を
付
け
る
こ
と
が
多
く
、
前
回
の
「
辰

年
」
は
2000
年
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
頂
点
、
前
々
回
の
1989
年
の
バ
ブ
ル
頂

点
は
「
巳
年
」
で
し
た
。
恵
方
は
北
北
西
で
す
。 

【
辰
年
生
ま
れ
の
性
格
】
干
支
の
中
で
唯
一
の
架
空
の
生
き
物
で
あ
り

神
の
使
い
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
辰
。
辰
年
生
ま
れ
の
人
は
活
動

的
で
自
尊
心
が
高
く
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
物
事
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
な

い
、
統
率
力
も
優
れ
て
い
る
の
で
、
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
情
心
が
厚
く
、
人
の
た
め
に
尽

く
す
と
い
う
宿
命
を
持
ち
、
富
貴
栄
達
の
運
も
あ
り
ま
す
が
、
自
尊
心

が
強
い
の
が
難
点
と
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
の
ス
テ
ッ
プ
‥
着
工

か
ら
発
電
開
始
ま
で
‥
】 

最
後
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
着
工
か
ら
発
電
開
始
ま
で

で
す
。
工
事
自
体
は
数
日
〜
１
週
間
程
度
で
終
わ
り

ま
す
が
、
工
事
を
始
め
る
前
と
終
わ
っ
た
後
に
注
意

す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
後
に
注
意
点
を
ま
と

め
ま
す
。 

 【
７
】
補
助
金
の
交
付
決
定
：
国
（
経
済
産
業
省
）

か
ら
の
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
受
理

（
交
付
決
定
）
通
知
の
日
よ
り
後
に
着
工
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
よ
り
前
に
工
事
を
始
め
た
こ

と
が
わ
か
る
と
、
後
か
ら
補
助
金
の
交
付
が
取
り
消

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
通
常
、
補
助
金
の
申
請
か
ら

交
付
の
決
定
ま
で
に
は
２
週
間
前
後
の
日
数
が
か

か
る
た
め
、
施
工
す
る
工
務
店
と
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ

グ
を
見
込
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
お
く
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

【
８
】
設
置
工
事
・
完
成
検
査
：
無
事
に
補
助
金
の

交
付
決
定
通
知
が
来
た
ら
、
設
置
工
事
開
始
で
す
。

導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
成
内
容
に
よ
り
工
事
期

間
は
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
、
数
日
か
ら
長

く
て
も
１
週
間
程
度
で
す
。
工
事
内
容
の
違
い
に
よ

り
、
発
注
者
側
の
準
備
も
異
な
り
、
自
宅
内
家
具
移

動
が
必
要
だ
っ
た
り
、
特
に
何
も
準
備
せ
ず
に
す
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
工
事
寸
前
に
な
っ
て
慌
て
な
い

よ
う
、
工
務
店
か
ら
し
っ
か
り
事
前
説
明
を
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
設
置
工
事
と
配
線
工
事
が
終
わ
る

と
、
販
売
店
／
工
務
店
に
よ
っ
て
完
成
検
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
動
い
て
い

る
か
、
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
取
り
扱
い
方
を
よ
く
聞
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
停
電
時

の
対
応
で
、
電
力
会
社
か
ら
の
給
電
が
止
ま
っ
た
と

き
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
自
動
的
に
運
転
モ
ー
ド

が
切
り
替
わ
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
と
い
っ

た
点
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【
９
】
電
力
会
社
と
の
連
系
契
約
：
発
電
を
開
始
し

た
ら
、
電
力
会
社
と
連
系
契
約(

余
剰
分
の
電
力
を

買
い
取
っ
て
も
ら
う
契
約)

を
結
び
「
売
電
」
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら

保
証
書
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
押
さ
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
で
自
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

は
完
了
で
す
。
次
回
か
ら
は
各
ス
テ
ッ
プ
の
詳
細
と

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
注
意
点
を
み
て
ゆ
き
ま
す
。 
 正月に歳神様に供えた鏡餅を雑煮

や汁粉にして食べ、一家の円満を願

う行事。鏡餅には歳神様が宿るとい

われているので、神様とも縁を切ら

ないように、また元々武家の風習が

一般化したので刃物で切るのは切腹

を連想させるということで、鏡餅は

手や木鎚で割ったり砕いたりし、

「切る」という言葉をさけ、「開く」

という縁起の良い言い方をします。 
 正月に歳神様は全ての人や物に新

しい生命を与えるために現れると伝

えられています。つまり、「歳をと

る」ということは一年に一度新たに

生まれ変わるということ。そしてそ

の歳神様の霊力を移しとる道具が鏡

餅であり、その鏡餅を食べることで

私たちは歳神様から新しい生命を頂

くことが出来るといわれています。 
 

 
 

年
が
明
け
て
初
め
て
毛
筆
で
書
や
絵
を
か
く
行
事
。
通
常
は
１
月
２
日
。
吉
書
、
試
筆
、
初
硯
と

も
い
い
ま
す
。
若
水(

元
日
朝
に
始
め
て
汲
み
神
棚
に
供
え
る
水)

で
墨
を
摺
り
、
恵
方
に
向
か
っ

て
詩
歌
を
書
く
習
慣
が
あ
り
、
書
く
詩
歌
は
「
長
生
殿
裏
春
秋
富
、
不
老
門
前
日
月
遅
」
と
い
う

漢
詩
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
元
々
の
宮
中
儀
式
が
、
江
戸
時
以
降
庶
民
に
も
広
ま
り
ま
し
た
。 

書
い
た
も
の
は
左
義
長
で
燃
や
し
、
炎
が
高
く
上
が
る
と
字
が
上
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

初
日
の
出
と
は
、
元
日
の
日
の
出
の
こ
と
。
日
本
で
は
一
年
に 

一
度
の
最
初
の
夜
明
け
と
し
て
め
で
た
い
と
さ
れ
、
初
日
の
出
参
り
を
し

ま
す
。
こ
の
習
慣
は
、
四
方
拝
と
い
う
天
皇
の
元
旦
の
儀
式
が
始
ま
り
で
、

そ
れ
が
庶
民
の
間
に
現
在
の
形
で
広
ま
り
、
明
治
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
全
国
各
地
に
は
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
水
平
線

を
見
渡
せ
る
海
岸
や
、
山
の
山
頂
、
展
望
台
な
ど
。
全
国
の
初
日
の
出
ス

ポ
ッ
ト
を
幾
つ
か
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

【
地
球
岬(

北
海
道
室
蘭
市)

：
景
勝
地
か
ら
絶
景
の
初
日
の
出
を
楽
し

む
】
「
新
日
本
観
光
地
百
選
」
「
北
海
道
の
自
然
百
選
」
に
選
ば
れ
た
景

勝
地
。
展
望
台
か
ら
は
高
さ
１４０

Ｍ
の
断
崖
絶
壁
に
建
つ
灯
台
や
、
噴
火
湾

対
岸
の
駒
ヶ
岳
や
恵
山
岬
ま
で
も
見
渡
せ
ま
す
。
朝
焼
け
に
染
ま
る
様
子

は
絵
の
よ
う
に
美
し
く
、
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。 

【
東
京
タ
ワ
ー(

東
京
都
港
区)

：
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
！
人
気
ス
ポ
ッ
ト
か

ら
初
日
の
出
を
楽
し
む
】
昭
和
３３

年
開
業
で
、
高
さ
３３３

Ｍ
の
総
合
電
波
塔
。

高
さ
１５０

Ｍ
に
大
展
望
台
、
２５０

Ｍ
に
は
特
別
展
望
台
が
あ
り
、
東
京
湾
か
ら

昇
る
雄
大
な
初
日
の
出
を
堪
能
で
き
ま
す
。
特
別
展
望
台
へ
は
入
場
制
限

が
あ
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
た
り
と
初
日
の
出
を
拝
め
ま
す
。 

【
森
将
軍
塚
古
墳(

長
野
県
千
曲
市)

：
国
指
定
史
跡
の
古
墳
か
ら
の
初
日

の
出
】
善
光
寺
平
を
見
渡
す
標
高
５００

Ｍ
の
大
穴
山
に
築
か
れ
た
全
長
１００

Ｍ

の
前
方
後
円
墳
。
毎
年
元
旦
に
は
、
「
森
将
軍
塚
で
初
日
の
出
を
拝
む
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
は
る
か
昔
の
日
の
出
を
思
う
人
で
に
ぎ
わ
い
、
振

る
舞
い
酒
な
ど
の
催
し
も
行
わ
れ
ま
す
。 

【
横
山
展
望
台(

三
重
県
志
摩
市)

：
日
本
有
数
の
リ
ア
ス
式
海
岸
か
ら
眺

め
る
初
日
の
出
】
英
虞
湾
の
美
し
い
海
岸
線
と
海
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
横
山
展
望
台
。
展
望
台
か
ら
眺
め
る
海
か
ら
昇
る
初
日
の
出
は
素
晴
ら

し
く
、
そ
れ
を
見
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。 

【
生
石
高
原(

和
歌
山
県
海
草
郡)

：
冬
の
大
草
原
か
ら
見
る
大
パ
ノ
ラ
マ

と
初
日
の
出
】
標
高
８７０

Ｍ
の
生
石
ヶ
峰
山
頂
付
近
に
広
が
る
広
大
な
草
原

で
、
秋
は
ス
ス
キ
で
有
名
。
３６０

度
の
眺
望
が
楽
し
め
、
眼
下
に
は
市
街
地

や
淡
路
・
神
戸
の
灯
り
と
、
青
空
が
広
が
り
ま
す
。
初
日
の
出
は
高
原
の

景
色
と
冬
の
空
に
良
く
映
え
感
動
そ
の
も
の
。 

【
大
平
山(

山
口
県
防
府
市)

：
防
府
市
街
を
見
下
ろ
す
山
頂
か
ら
の
初

日
】
防
府
市
街
の
東
に
あ
る
標
高
６３１

Ｍ
の
山
。
山
頂
付
近
に
は
展
望
台
が

あ
り
、
市
街
地
や
瀬
戸
内
海
、
瀬
戸
内
の
島
々
を
一
望
。
元
日
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
が
早
朝
か
ら
運
行
。
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。 

【
大
浜
海
岸(

徳
島
県
海
部
郡)

：
日
和
佐
太
鼓
と
初
日
の
出
の
共
演
】「
日

本
の
渚
・
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
景
勝
地
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
旦
の
朝
は
ひ
わ
さ
冬
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
、
温
か
い
迎
春
汁
の
振
る
舞
い
や
、
日
和
佐
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

す
。
初
日
の
出
が
浜
辺
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
照
ら
し
て
美
し
い
。 

【
有
明
佐
賀
空
港(

佐
賀
県
佐
賀
市)

：
新
年
の
空
に
飛
行
機
が
飛
び
立
つ
】

南
に
有
明
海
、
北
に
佐
賀
平
野
と
、
360
度
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
を
楽
し
め

る
有
明
佐
賀
空
港
の
展
望
デ
ッ
キ
。
元
旦
は
特
別
に
無
料
開
放
さ
れ
、
新

春
初
フ
ラ
イ
ト
や
初
日
の
出
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。 
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